
教  科 
 科目 公共 （必修） 

授業時数 ２ 単位 

地歴公民 履修学年 １ 学年 

 

目 

標 

・人間と社会の在り方について、現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通してこれからの社会をつくるものとしての意識

を持たせることを目指す。 

・現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに、諸資料から、主体とな

って活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・現実社会の諸課題の解決に向けた考え方を身につけ、事実を基に多面的・多角的にとらえ、公正に判断する力を育成させる。 

 

●学習内容 
１学期 ２４時間 ２学期 ３０時間 ３学期 ２４時間 

第１章 

第２編 自立した主体としてよりよい

社会の形成に参画する私たち 

〇契約が対等な当事者間の合意といえ

るための条件を理解する。 

・契約と消費者の権利 

・責任 

1 さまざまな契約と法 

2 消費者の権利と責任 

 

 

    

２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 政治的な主体となる私たち 

〇民主政治において、私たちが果たす

べき責任を理解する。 

・政治参加と公正な世論の形成 

1 選挙の意義と課題 

2 政治参加と世論形成 

3 国会と立法 

4 内閣と行政の民主化 

5 地方自治と住民の福祉 

第３章 経済的な主体となる私たち 

〇高齢化社会における労働力不足が問

題となる中、活発な経済活動と労働者

の働きやすさを共に成り立たせるため

に必要なことを理解する。 

・雇用と労働問題 

1 私たちと経済 

2 労働者の権利と労働問題 

１５ 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

経済のグローバル化 

〇経済がグローバル化する中で，貧困や

格差などの問題を乗りこえ，すべての人

が幸福に暮らすために，国際社会や私た

ちがどうあるべきか考える。 

1 国際分業と国際貿易体制 

2 国際収支と為替相場 

3 経済のグローバル化と日本 

4 地域的経済統合の動き 

5 国際社会における貧困や格差 

6 地球環境問題 

7 資源・エネルギー問題 

8 国際社会のこれから 

 

１２ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材  授業の進め方 

高等学校 公共(第一学習社)  ・社会の一員としての認識を持つための授業である。学習活動のねらいを意識したう

えで授業に取り組む。 

・現代社会の問題にふれ、それに対する自分の意見を文章や言葉で発表する活動

も行うため、日ごろから世情の動きに敏感となるようにニュース・新聞等にふれる。 

 

●評価規準（身に付ける力） 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 （身に付ける力） 

現代の諸課題を捉え考察

し，選択・判断するための手

掛かりとなる概念や理論に

ついて理解するとともに，

諸資料から，倫理的主体な

どとして活動するために必

要となる情報を適切かつ効

果的に調べまとめている。 

現代の諸課題の解決にむけた選択・

判断の手掛かりのための考え方や基

本的知識を身に付ける。また、学ん

だ知識を活用し、与えられたテーマ

に基づいて、自己の考えをまとめ、

文章で表現する力を身に付ける。さ

らに、他者が持つ意見を受け入れ、

それも踏まえ、意見を発表する力を

身に付けるようにする。 

今後の社会を担う者として、よ

りよい社会の実現に向けて、公

正に判断する力を育成させる。 

評価方法 
・提出課題、小テスト 

・ノート提出、定期考査 

・定期考査 

・発問評価 

・授業での発言内容・態度 

 

 



単元別 評価規準 

 

１ 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち 

 

２ 政治的な主体となる私たち 

 

３ 経済的な主体となる私たち 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 
（ 身 に 付 け る

力） 

・雇用と労働問題について、日本の雇用

慣行とその変化について主体的に考えら

れる。 

・雇用事情の変化に伴う労働問題を、具

体例をあげ、自分の意見を述べることが

できる。 

・雇用と労働問題について、現代の諸

課題をとらえ、将来のあり方について

考えようとしている 

 

４ 経済のグローバル化 

 

 

 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 
（ 身 に 付 け る

力） 

・契約と消費者の権利・責任に関わる現

実社会の事柄や課題を理解している。 

・成年年齢が 18 歳以上となったことに対

し、その責任について理解している。 

・契約と消費者の権利・責任について、

現代の諸課題について具体例をもとに

解決しようとしている。 

・契約と消費者の権利について、積極

的に学ぼうとしている。 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 
（ 身 に 付 け る

力） 

・選挙権年齢が 18 歳以上となり、参政権

の意義について理解している。 

・選挙のしくみ、政党の役割などを理解し

ている。 

・国会の地位と構成・権限、議院内閣制

のしくみ等の民主政治のしくみについて

理解している。 

・身近な政治参加としての地方自治のし

くみとその意義を理解している。また、

地方自治の課題について考察しどう改

善する必要があるかを考え、意見を表

明できる。 

・政治と地方自治等について、積極的

に学ぼうとしている。 

評価の観点 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 
（ 身 に 付 け る

力） 

以下について理解している。 

・グローバル化の進展による貧困や格差 

・地球環境問題。 

・国際問題の解決について多様な組織の

協力の重要性 

・地域的経済統合がもたらす影響。 

・貧困や格差の解消と国際機構の役割や

政府開発援助の意義。 

・地球環境問題と国際的な取り組み。 

・資源の有限性と新エネルギーなどの開

発への期待について。 

経済がグローバル化する中で，貧困や

格差などの問題を乗りこえ，すべての人

が幸福に暮らすために，国際社会や私

たちがどうあるべきか考えることができ

る。 

経済のグローバル化と諸問題につい

て、興味関心を持ち、積極的に学ぼう

としている。 



令和５年度（2023 年度） 学習の手引き（シラバス）       長野工業高等学校 

課程 定時制 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 学年 ３年 科 基礎工学科・建築科 

 

１、科目の目標 

 世界の様々な地域の歴史や文化を学ぶことにより国際理解を深め、国際社会の中で生きてゆく資 

質を養う。 

 

２、使用教科書・副教材 

明解 世界史Ａ （帝国書院） 

 

３、学習の計画 

  学習の内容 考査範囲 予定時数 

一 

学 

期 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 前近代の諸文明 

  ・人類の始まり、東アジアの文明 

  ・南アジアの文明、東南アジア 

  ・西アジア北アフリカの文明、ヨーロッパの文明 

   

 同左  ２４時間 

二 

学 

期 

８月 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

 一体化に向かう世界 

  ・繁栄するアジア、大航海時代と新たな国家の形成 

欧米の工業化とアジア諸国の動揺 

  ・ヨーロッパとアメリカの諸革命 

  ・自由主義ナショナリズムの進展 

  ・アジア諸国の動揺 

  ・東アジアの大変動 

 同左  ３０時間 

三 

学 

期 

１２月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

 現代社会の芽生えと世界大戦 

  ・現在につながる社会の形成、第一次世界大戦 

  ・民族自決を求めて、経済危機から第二次世界大戦へ 

冷戦から地球社会へ 

  ・冷たい戦争の時代、冷戦終結への道のり 

  ・地球社会への歩み、持続可能な社会をめざして 

 同左  ２４時間 

                                       合計 ７８時間 

４、評価の方法 

・定期考査・小テストの実施により、授業の内容の理解度と学習の定着度を評価する。 

・意欲、関心をもって授業に取り組んでいるかを評価する。 

・考えたことを言葉・文章で表現することができるかどうかを判断する。 

 

 

５、学習にあたっての注意とアドバイス 

・出欠席の状況をきちんと把握させる 

・ノートをきちんととらせ、現代につながる歴史の流れを理解させる 

 

                              

 

 

令和５年度（2023 年度） 学習の手引き（シラバス）         長野工業高等学校 

課程 定時制 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 2単位 学年 ４年 科 基礎工学科・建築科 



 

１、科目の目標 

１・３学年で学んだ地理 A、世界史 Aの基本をふまえて、今日の日本と世界が抱える様々な問題を具

体的に考察し、現代に生きる我々の現在と未来を考える資質を養う。また、ニュースや新聞を活用し、

時事的な問題に目をむけさせる。 

 

２、使用教科書・副教材 

高等学校 改訂版 新現代社会（第一学習社） 

 

３、学習の計画 

  学習の内容 考査範囲 予定時数 

一

学

期 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

・ 私たちの生きる社会 

・環境と私たちの生活 

・資源・エネルギー問題と私たちの生活 

・科学技術の発達と私たちの生命 

 

 

同左 ２４時間 

二

学

期 

８月 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

・高度情報化社会と私たちの生活 

・ 現代の経済社会と私たちの生活 

・雇用と労働問題 

・労働環境の整備 

・公害の防止から環境保全へ 

  ・消費者問題と消費者主権 

 

同左 ３０時間 

三

学

期 

１２月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

・ 現代の経済社会と私たちの生活 

  ・社会保障と福祉社会 

・これからの社会保障 

・ともに生きる社会をめざして 

・社会保障と消費税 

・震災から復興への道のり 

・人口問題と私たちの未来 

同左 ２４時間 

                                          合計 ７８時間 

４、評価の方法 

・定期考査・小テストの実施により、授業の内容の理解度と学習の定着度を評価する。 

・意欲、関心をもって授業に取り組んでいるかを評価する。 

・考えたことを言葉・文章で表現することができるかどうかを判断する。 

 

 

５、学習にあたっての注意とアドバイス 

・出欠席の状況をきちんと把握させる 

・ノートをきちんととらせる 

 


